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第１章 計画策定の目的 

 

 地方公共団体においては、過去に整備された公共施設等が今後一斉に更新時期を迎える

のに対し、財政状況は厳しく、人口減少と高齢化の進行も相まって、長期的な視点から財政

負担の軽減や平準化、施設の適正な配置等を進めていくことが求められています。 

 本市においても、昭和５０年代から６０年代にかけて、公共施設やインフラ資産を集中的

に整備してきました。しかし、これらの多くは、建築後３０年以上または大規模改修後十数

年が経過し、老朽化が進んでおり、今後更新費用が増加することが予想されます。 

 こうしたなか、本市では平成２８年８月に「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」を策定、

令和４年３月に改訂しましたが、伊勢崎市が所有する施設の状況や、更新にかかる費用の推

計、施設区分別の方針等を示していますが、施設毎の具体的な整備については、各個別施設

計画に委ねられることになりました。 

 こうした経緯を受け、本計画は、「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」のうち市民部関係

施設（市民活動課、人権課、国際課所管施設）について、今後の具体的な対応方針をとりま

とめるとともに、更新費の縮減と市民サービスの確保の両立を図ることを目的に個別施設

計画として策定したものです。 
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第２章 計画期間、対象施設 

 

１ 計画期間 

 本計画の計画期間は、令和３２年度までとし、以下の計画期間に区分します。 

（１）短期：令和７年度～令和１１年度（５年間） 

（２）中期：令和１２～１６年度（５年間） 

（３）長期：令和１７～３２年度（１６年間） 

 

２ 対象施設 

 本計画で対象とする公共施設は、本市が所有する市民部関係施設（市民活動課、人権課、

国際課所管施設）のうち、規模の小さな建物（延床面積５０㎡未満または取得価格２５０万

円未満の建物）を除いた建物を対象とします。 

 

（１）絣の郷 

【施設写真】 

市民交流館 
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スポーツ交流館 

 

 

円形交流館 
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【位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

絣の郷  
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（２）隣保館 

【施設写真】 

 

 

【位置図】 
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（３）国際友好会館 

【施設写真】 

 

 

【位置図】 

 

 

 

国際友好会館 
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第３章 現状と課題 

 

１ 現状 

 本市が所有する市民部関係施設は、令和４年度末において、３施設、総延床面積は５，１

０７．３４㎡となっています。このうち、本計画で対象とする施設は、小規模のもの（延床

面積５０㎡未満または取得価格２５０万円未満の建物）を除いた施設、５，０２６．８１㎡

です。 

 また、建築後の経過年数や大規模改修後の経過年数をみると、昭和３８年度から平成２４

年度にかけて整備され、建替えや大規模改修が必要な時期の目安とされる築３０年を経過

した建物が３３９．９㎡あり、施設全体の約６，７％を占めています。配置を見ると、中心

市街地近郊に配置されています。 

 

２ 課題 

 老朽化の進んでいる施設で大規模改修の実績がないものについては、効果的な改修を行

うことにより、長寿命化を進めて更新費の縮減を図る必要があります。 

 また、地区別人口構成の変化に伴う利用者数の変化に合わせた施設の改修、更新に取り組

む必要があります。 

 高齢者や子育て世代の利用が多い施設の改修、更新の際はバリアフリー、ユニバーサルデ

ザインを取り入れる必要があります。 

更新の際は、民間活力の活用を視野に入れ、効率的な運営を図るとともに「第３次伊勢崎

市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」の内容を踏まえ、公共施設等の計画的な改修等

による脱炭素化の推進を図る必要があります。 

 

 

  



8 

 

市民部関係施設（市民活動課、人権課、国際課所管施設）一覧 

地区 施設名 運営 

形態 

棟名称 延床面積（㎡） 建築年度 経過年数 

殖蓮 絣の郷 直営 市民交流館 1,824.73 昭和３８年度 ５９ 

スポーツ交

流館 

1,792.38 昭和４３年度 ５４ 

※市民交流

館倉庫 

（31.00） 昭和６１年度 ３６ 

※市民交流

館エレベー

ター棟 

（49.53） 平成２４年度  １０ 

円形交流館 854.09 平成２４年度  １０ 

茂呂 隣保館 直営 本館１ 266.98 昭和５１年度 ４６ 

本館２ 72.92 平成 元年度 ３３ 

国際友好会

館 

直営 会館 215.71 平成 ５年度 ２９ 

合計 ３施設  － 5,026.81 

（5,107.34） 

－ － 

（※）本計画対象外の建物 
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第４章 対策の優先順位の考え方 

 

 今後の施設の対策については、棟ごとの重要性（Ａ～Ｃ）及び老朽化度（Ａ～Ｃ）に基づ

き、優先順位を決めて実施することとします。 

 棟ごとの重要性については、設置の目的や用途、建物の状況、利用状況、コストの状況等

により判断することとします。 

 老朽化度は経過年数を基本としますが、劣化・損傷の程度や耐震性等についても考慮して

判断することとします。 

 

重要性 

Ａ…施設の機能を実質的に確保するうえで、存続させる必要がある建物（棟） 

  Ｂ…施設の機能を実質的に確保するうえで、存続に向けて検討する必要がある建物（棟） 

  Ｃ…施設の機能を実質的に確保するうえで、あまり必要ではない建物（棟） 

 

老朽化度 

Ａ…建築後または大規模改修後の経過年数が法定耐用年数の半分以下の建物 

Ｂ…建築後または大規模改修後の経過年数が法定耐用年数未満の建物 

Ｃ…建築後または大規模改修後の経過年数が法定耐用年数以上の建物 

 

 

 建物の改修や建替えの際には、まず重要性を基本とすることとし、これに老朽化度を加え

て総合的に判断することで優先順位を決めていきます。 

具体的には重要性がＡの建物は老朽化度が高い建物から優先的に対策を講じます。また、

重要性がＢの建物は老朽化度を考慮のうえ他との統合や複合化を含めて対策を検討します。

重要性がＣの建物は基本的に取壊しを前提としたうえで、対策を検討していきます。 
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第５章 個別施設の状態等 

 

 本章では、第３章の現状と課題を踏まえたうえで市民部関係施設（市民活動課、人権課、

国際課所管施設）について、施設ごとの状態を示します。 

 なお、表中の法定耐用年数は「減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年３月

３１日大蔵省令第 15 号）」に基づいたものであり、利用状況及びコストは令和４年度の実

績となっております。またコストとは利用者一人あたりのコストを指します。 

 

（１）絣の郷 

絣の郷は旧伊勢崎市立女子高等学校の校舎を再生活用し、平成１６年７月に「都市間交流

（伊勢崎市・台東区・長岡市寺泊地域）の拠点施設」「市民活動の拠点施設」「伝統産業（文

化）伝承・保存の拠点施設」としてリニューアルオープン、市民活動やボランティア活動な

ど、自由な社会貢献活動を行うための拠点施設として日々多くの市民に利用されています。

会議での利用や音楽、機織りなどの文化・教養活動、ダンスや卓球などのスポーツ、レクリ

エーション活動などでの貸館のほか、市民活動課の主催事業として、市民ボランティアフェ

スティバルなどを開催しており、市民にとって貴重な地域交流の場となっています。 

 

【施設の状態】 

市民交流館について、昭和３８年度の建築後、平成２４年度に耐震改修工事及びエレベー

ター設置工事を実施し、それ以降も随時建物の補修等整備を行っています。現状施設に老朽

化はあるものの、目立った損傷等は確認されていません。 

スポーツ交流館について、昭和４３年度に建築後、平成２４年度に耐震改修工事を実施し、

それ以降も随時建物の補修等整備を行っています。現状施設に老朽化はあるものの、目立っ

た損傷等は確認されていません。 

円形交流館について、昭和３３年度に建築後、東日本大震災の影響を受け平成２４年度に

解体し、同年度に現在の建物を建築しております。その後随時建物の補修等整備を行ってい

ます。現状施設に目立った損傷等は確認されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※平成２４年度大規模改修後のものを記載。 

改修年度および内容 

平成２４年度   市民交流館改修・増築（エレベーター棟） 

スポーツ交流館改修 

         円形交流館建築 

平成２７年度   市民交流館屋上防水シート改修 

令和元年度   絣の郷防火シャッター危害防止装置修繕 
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【利用状況】 

施設の利用件数および年間利用者数は、令和４年度実績で５，５３２件、６９，１８４人

で、令和３年度と比較すると、件数、利用者数は増加しておりますが、令和元年から令和４

年度までは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休館や利用制限を設けたことから、

令和４年度実績も例年より減少しています。今後は通常通り利用可能のため、少しずつ稼動

状況も増加が見込まれます。 

 

 

【重要性および老朽化度の判定】 

市民交流館は利用者が多く、今後も地域住民のために運営を継続する必要があることか

ら、重要性はＡとなっています。また、平成２４年度に大規模改修を実施しており、大規模

改修後の経過年数は１０年であり、法定耐用年数の４７年の半分以下となるため、老朽化度

は A となっています。 

スポーツ交流館は利用者が多く、スポーツ利用をはじめ、様々な交流を図ることができる

施設として活用されており、重要性はＡとなっています。また、平成２４年度に大規模改修

を実施しており、大規模改修後の経過年数は１０年であり、法定耐用年数の４７年の半分以

下となるため、老朽化度はＡとなっています。 

 円形交流館は利用者が多く、今後も地域住民のために運営を継続する必要があることか

ら重要性はＡとなっています。また、平成２４年度に新築していることから老朽化度はＡと

なっています。 

 

 

118,383
111,294

35,054 33,936

69,184

7,684

7,031

3,224 3,138

5,532

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H30 R1 R2 R3 R4

延人数 利用件数



12 

 

 

施設名 絣の郷 

設置目的・機能 伊勢崎市絣の郷条例に基づき、市民と行政との協働による活力ある地

域づくりを進め、もって市民活動の健全な発展に資するために設置。 

運営形態 直営 

棟 名 称 市民交流館 スポーツ交流館 円形交流館 

構  造 鉄筋コンクリート造 鉄骨鉄筋コンクリート造 鉄骨造 

建築年度 昭和３８年度 昭和４３年度 平成２４年度 

経過年数 ５９年 ５４年 １０年 

法定耐用年数 ４７年 ４７年 ３４年 

利用状況 ３３，８６６人 １５，７８８人 １９，５３０人 

コスト ３５４円／人 ７４５円／人 ２８７円／人 

劣化・損傷 無 無 無 

重要性 Ａ Ａ Ａ 

老朽化度 Ａ Ａ Ａ 

 

（２）隣保館 

 隣保館は昭和５１年度に開館し、福祉の向上や人権啓発のための市民交流の拠点となる

開かれたコミュニティセンターとして、日々多くの市民に利用されています。絵手紙や編み

物、囲碁などの文化・教養活動やフラダンスや卓球などのスポーツ、レクリエーション活動

などでの貸館のほか、隣保館の主催事業として、生花教室や歌謡教室などの各種教室を開催

しており、市民にとって貴重な地域交流の場となっています。また、毎年人権啓発に関する

講演会を開催し、人権についての理解を深める啓発活動を実施しています。 

 

【施設の状態】 

昭和５１年度の建築（本館１）後、平成元年度に１階部分を増築（本館２）、平成１３年

度には外装と内装の改修を実施しています。それ以降も随時、建物の補修等整備を行ってい

ますが、現在、本館１階の階段踊り場で雨漏りが確認されており、躯体の劣化・損傷が進行

していると思われます。 

また、本館１は昭和５６年以前の建築であり、現在の耐震基準により建築されたものでは

なく、耐震診断は実施しておりません。 
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【利用状況】 

施設の年間利用件数および利用者数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策による

貸館中止等の影響により、令和２年度以降大きく減少しておりますが、令和４年度実績で９

２５件、７,９０４人で、令和３年度と比較すると件数、利用者数ともに増加しています。

館の主要施設である会議室はほぼ毎日利用されており、高い稼動状況となっています。 

 

 

 

【重要性および老朽化度の判定】 

本館１は利用者が多く、今後も地域住民のために運営を継続する必要があること、また本

施設は災害時の避難所に指定されており、地域住民の安心安全を支える機能が求められる

ことから、重要性はＡとなっています。また、大規模改修は実施しておらず、老朽化度はＢ

となっています。 
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改修年度および内容 

平成 元年度  増築（1 階事務室・会議室等） 

平成１３年度   改修（外装・内装） 

平成１６年度   トイレ改修 

平成２４年度  和室空調改修 

平成２５年度  会議室空調改修 

平成２７年度  調理室コンロ等改修 
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本館２は増築部分であり本館１と一体的に利用されているため本館１と同様に、重要性

は A となっています。また、建築後の経過年数は３３年であり、法定耐用年数の３４年未

満となるため、老朽化度はＢとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 隣保館 

設置目的・機能 

伊勢崎市立隣保館条例に基づき、地域住民の福祉の向上

を図るとともに、人権・同和問題の速やかな解決に資す

るために設置。 

運営形態 直営 

棟 名 称 本館１ 本館２ 

構  造 鉄筋コンクート造 鉄骨造 

建築年度 昭和５１年度 平成元年度 

経過年数 ４６年 ３３年 

法定耐用年数 ４７年 ３４年 

利用状況 ７，９０４人 ７，９０４人 

コスト ２９６円／人 ２９６円／人 

劣化・損傷 階段踊り場に雨漏り 無 

重要性 Ａ Ａ 

老朽化度 Ｂ Ｂ 
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（３）国際友好会館 

国際友好会館は市民の国際交流活動の促進や市民福祉の向上に寄与することを目的とし

て設置され、主にレクリエーションや各種サークル活動などでの貸館施設として、多くの市

民に利用されています。 

 

【施設の状態】 

平成５年度の建築後、随時建物の補修等整備を行っています。現状施設に目立った損傷等

は確認されていません。また、平成２５年度と平成３０年度に外構改修を行っています。 

 

改修年度および内容 

平成１８年度 和室畳交換 

平成２５年度 外構改修（塀撤去及びフェンス設置） 

平成２７年度 瓦修復 

平成２９年度 トイレ改修 

平成３０年度 外構改修（塀撤去及びフェンス設置） 

 

【利用状況】 

施設の年間利用件数および利用者数は、令和４年度実績で１１０件、９６１人であり、令

和元年度末から新型コロナウイルス感染症拡大防止による施設の貸館停止期間があったた

め、件数、利用者数ともにコロナ前に戻りつつあります。傾向としては、土日祝日を中心に

利用されています。 

 

3,233

2,642

248 232

961

171

169

29 33

110

0

50

100

150

200

250

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H30 R1 R2 R3 R4

延人数 利用件数



16 

 

【重要性および老朽化度の判定】 

会館は土日祝日を中心として多くの市民に利用されていますが、近隣にも機能の確保が

可能な公共施設等があり、存続に向けては検討が必要なことから、重要性はＢとなっていま

す。 

また、経過年数は２９年であり、法定耐用年数の２２年を経過しているため、老朽化度は

Ｃとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設名 国際友好会館 

設置目的・機能 
伊勢崎市国際友好会館条例に基づき、市民の国際交流活

動の促進や市民福祉の向上に寄与するために設置。 

運営形態 直営 

棟 名 称 会館 

構  造 木造 

建築年度 平成５年度 

経過年数 ２９年 

法定耐用年数 ２２年 

利用状況 ９６１人 

コスト ７８５円／人 

劣化・損傷 無 

重要性 Ｂ 

老朽化度 Ｃ 
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第６章 対策内容、実施時期、費用 

 

 本章では、第４章や第５章での内容を踏まえたうえで、今後の建物の対策内容や実施時期、

及び対策費用について棟ごとに示します。また、対策内容については以下のとおりとします。 

 

 更新の考え方 

建替え 現在ある施設の運営を継続する必要がある場合で、建物の劣化等の状態

を踏まえたうえで、建替えの必要がある場合に採用します。 

大規模改修 現在ある施設の運営を継続する必要がある場合で、建物の劣化等の状態

を踏まえたうえで、大規模改修の必要がある場合に採用します。 

統合 現在ある施設の運営を継続する必要がある場合で、建物の劣化等の状態

を踏まえたうえで、現在の施設が需要に対して過大であることや管理効

率が悪いことなどから、類似施設と機能集約する場合に採用します。 
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（１）絣の郷 

市民交流館、スポーツ交流館について、平成２４年度に耐震改修工事実施済であり、長寿

命化を図っております。また、設備の改修においては施設全体でバリアフリー化を図り整備

を進めてきましたが、利用者の利便性や安全面などを考慮し、ユニバーサルデザインの導入

について積極的に検討し実施します。 

長期（令和１７～３２年度）には建替えを検討します。なお建替えの際は近隣の公共施設

との統合・複合化を検討し、民間活力の活用についても併せて検討を行います。 

円形交流館については、設備の改修において空調関係の更新の課題があり中期（令和１２

～１６年度）に大規模改修を検討します。さらに長期（令和１７年～３２年度）には、使用

目標年数まで使用するために必要な躯体の大規模改修工事や設備更新工事を行い、施設の

長寿命化を図ります。 

また、利用者の利便性や安全面などを考慮し、ユニバーサルデザインの導入について積極

的に検討し実施します。 

なお大規模改修の際は近隣の公共施設との統合・複合化を検討し、民間活力の活用につい

ても併せて検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

施

設

名

称 

棟 名

称 

建築年

度 

延床面積

（㎡） 
重要性 

老朽化

度 

対策内容 
対 策 後 の

延 床 面 積

（㎡） 

対 策 費 用 

（千円） 
 短期  中期  長期 

R7～R11 R12～R16 R17～R32 

絣

の

郷 

市 民

交 流

館 

昭和 

38 年 

度 

1,824.73 Ａ Ａ   建替え 1,824.73 

 

 593,857 

 

ス ポ

ー ツ

交 流

館 

昭和 

43 年 

度 

1,792.38 Ａ Ａ   建替え 1,792.38 

 

 579,672 

 

円 形

交 流

館 

平成 

24 年 

度 

854.09 Ａ Ａ  
大規模改修 

（空調関係） 

大規模改修 

（給排水・

屋根・外壁） 

854.09 

 

49,322 
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（２）隣保館 

 本館１及び本館２は利用者が多く、計画的な修繕、改修等を実施し適正な管理に努めると

ともに、中期（令和１２年度から１６年度まで）に建替えを検討します。現在２階建てであ

りますが、バリアフリー化およびユニバーサルデザイン導入のため平屋建てを計画してい

ます。 

 また、現状の設備においては、経年劣化による躯体の損傷、バリアフリー化、多目的トイ

レが未整備等の課題があります。利用者や地域住民の利便性の向上並びに安全面等を考慮

し、バリアフリー化、ユニバーサルデザイン及び脱炭素化推進のため太陽光発電システムの

導入についても積極的に検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施

設

名

称 

棟名称 
建築年

度 

延 床 面 積

（㎡） 
重要性 

老朽化

度 

対策内容 
対 策 後 の

延 床 面 積

（㎡） 

対 策 費 用

（千円） 
 短期  中期  長期 

R7～R11 R12～R16 R17～R32 

隣

保

館 

本館 1 

昭 和

51 年

度 

266.98 Ａ Ｂ  建替え  

300.00 249,568 

本館 2 

平 成

元 年

度 

72.92 Ａ Ｂ  建替え  
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（３）国際友好会館 

今後も計画的な修繕を実施しながら、施設を活用していきます。しかし、近隣にも類似す

る機能の施設があること、さらに、法定耐用年数を経過し老朽化が進んでいる建物であるこ

とから、令和１２～１６年度には近隣の公共施設との統合を実施し、統合後、建物は令和１

６年度までに取壊しを実施します。 

 

 

※対策後の延べ床面積は確定したものではなく、既存面積を記載しており、対策後の延べ床

面積は今後検討するものです。 

※点検・診断及び修繕は適宜実施します。 

※対策費用については、中期・長期（令和１２年度から令和３２年度まで）については、国

土交通省の令和５年度の新営予算単価や施設特別整備（特別修繕）単価を参考に各施設にお

いて積算単価を設定し、試算し、隣保館については、令和５年度の第２次総合計画後期基本

計画実施計画調書における建築課作成の設計金額です。 

※大規模改修単価は、バリアフリー対応等社会的改修費用を含んでいます。 

※建替え単価は、取壊し費用を含んでいます。 

  

施

設

名

称 

棟名

称 

建築年

度 

延 床 面 積

（㎡） 
重要性 

老 朽 化

度 

対策内容 対策後の

延床面積

（㎡） 

対 策 費 用 

（千円） 
短期 中期 長期 

R7～R11 R12～R16 R17～R32 

国

際

友

好

会

館 

会館 

平 成

５ 年

度 

215.71 Ｂ Ｃ  
統合後 

取壊し 
 0 1,692 
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第７章 今後の対応方針 

  

「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」では、公共施設等の総合的かつ計画的な管理運営の

実現の基本的な取り組みとして「総量の適正化」「長寿命化の推進」「効率的な管理・有効活

用」を設定した上で、個別具体的な取り組みを進めることとしています。 

 本計画では、令和３２年度までの計画的な施設整備を示していますが、これを確実に実行

していくためには、「伊勢崎市公共施設等総合管理計画」の用途別の基本的な方針に基づき、

かつ今後の本市の財政動向や社会環境の変化を見据え、次の更新費縮減の実施項目に取り

組み、公共施設の安定的な管理運営を推進していくこととします。 

 

・今後の需要見込みを踏まえ、重要性が低い建物については、統廃合に取り組み、施設の需

要と立地のマッチングを図ります。 

・大規模改修の際には機能的な耐用年数の延長を可能にする改修内容を織り込むとともに、

当該施設の需要の変化に対応し、施設の陳腐化を回避します。 

・建替え、大規模改修にあたっては新工法などの導入に積極的に取り組み、工事費の縮減を

図ります。 

・ユニバーサルデザイン２０２０行動計画に基づき、バリアフリーの推進やユニバーサルデ

ザインの導入や「第３次伊勢崎市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」の内容を踏ま

え、公共施設等の計画的な改修等による脱炭素化の推進を検討するとともに、民間活力の

活用についても検討し、効率的な施設運営や行政サービスの維持向上を図ります。 

 

 本計画に基づく個々の施設の更新等にあたっては、「伊勢崎市総合計画」との整合性を確

保していくとともに、本計画で定めた内容についても必要に応じて適宜見直していくこと

とします。 
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